
心の栄養剤Ｎｏ160 「おにいちゃん ありがとう」

ある男性には、4つ年下の妹がいました。妹は２歳のときに白血病にかかってし

まい、それ以来、ずっと入院生活を続けていました。妹が病気になってしまってか

ら、両親は妹の看護をするのに必死でした。

休みの日にはいつもお見舞いに行っていたので、彼には家族旅行の思い出がありま

せん。友達から、

「この前、家族でディズニーランドに行って楽しかった」

「お父さんにプールで泳ぎを教わったよ」

という話を聞くと幼かった彼は、

「僕はお父さんにも、お母さんにもどこへも連れて行ってもらっていない」

とさびしい思いをしていました。

「妹が病気のせいでどこにもいけない」と、幼い頃は妹を憎んでいたこともありま

した。

しかし、大学生になり、自分の自由な時間が増えると、病院にずっといなければい

けない妹がかわいそうに思えてきました。

時間が空いている限り、お見舞いに行き、必死に病気と戦っている妹を応援してあ

げました。ある日。１時間くらい、テレビの話題、病院や大学であった出来事を話

し合った後、

「もうすぐ、クリスマスだね。クリスマスの日、また来るから」

と言って帰ろうとすると、

「おにいちゃん、クリスマスプレゼントに携帯電話が欲しい」

とお願いされました。

クリスマスの日、病気の負担にならないようにできるだけ操作の簡単な携帯電話を

探してから、お見舞いに行くと、

「これ、頼まれていたやつ」とプレゼントを渡しました。

そして、とても喜んでいる妹にメールや電話のやり方を教えてあげました。

その日の晩、妹から彼に

「おにいちゃん、ごめんね。私、小さな頃から、おにいちゃんに迷惑ばかりかけて

いるよね。

せっかくのクリスマスなのに・・・。ごめんね。おにいちゃん、ありがとう」

というメールが届きました。

これが妹からの最初で最後のメールでした。

その日の晩、容態が急変して妹は亡くなりました。



幼い頃一年で一番～間違いなく大好きだったのは、キラキラ感じるような

クリスマスからお正月にかけての冬休みの一週間でした！

クリスマスプレゼントをもらってケーキ食べて～お正月、お年玉もらって

おせち料理食べて～夢の様な気分でハイテンシヨンで過ごした思い出

があります。

そんな時は、元気も～クリスマスも～お正月も～家族もすべてが

当たり前と思っていて、プレゼントが違ったとかお年玉が少ないとか

不平～不満言う事はあっても、心より「感謝」する事がなかったのですが

多くのお客様と接する仕事を何年もやらせて頂き自分も還暦を迎える

歳となり～今では健康に～家族に～お客様に～仕事に～友人に～

すべてに心より、いつもありがとうという感謝の気持ちで過ごせるように

なった気がします！

『あなたがなんとなく生きて来た今日は、昨日死んでいった者が

あれほど生きたいと願った明日』

当たり前の一日ではなく、奇跡の一日一瞬と感謝の気持ち

を持って過ごさなくては！！

キュートの健康新聞「いたわり」に一年間お付き合い頂き

ありがとうございました！

穏やかな年末を過ごされて、元気いっぱい～笑顔いっぱいの

素晴らしい新しき年をお迎え下さい！

看護師さんから妹が亡くなったとき、

携帯電話をしっかりと握りしめて離すのが大変だったと教えてもらった彼は、

「妹が最後の挨拶をしてくれたんだ」

と思いました。

「あなたがなんとなく生きた今日は、昨日死んでいった者が、あれほど生きたいと願った明

日」

普段丈夫な人が急に病気になったり、肉親が倒れたりすると、

今までがいかに幸せだったのか、そこで初めて気づく。

なんとなく、ぼんやりと生きることができる人は本当はこの上ない幸せな人だ。

今、呼吸することのできる幸せ。

今、食べることができる幸せ。

今、生きていることの幸せ。

当たり前の幸せに気づける人でありたい。


